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平成30年度に係る業務の実績に関する評価結果 
国立大学法人上越教育大学 

 

１ 全体評価 

 
上越教育大学は、大学院（現職教員再教育）重点化を目指す大学であり、大学院におけ

る現職教員の再教育を行う中核的な機関として、学校現場に密接に関連した実践的な教育

研究を行うことを基本的な目標としている。第３期中期目標期間においては、基礎力・思

考力・実践力で構成される「21世紀を生き抜くための能力（汎用的能力）」を備え、かつ児

童生徒に対しその能力を育成できる教員を養成するとともに、教員として、豊かな教養、

使命感、人間愛等の「＋α」の資質・能力をも備えた教員を養成するための教育課程の開発・

導入を推進することを目標としている。 
この目標の達成に向け、学長のリーダーシップの下、附属学校で開発した「21世紀を生

き抜くための能力」育成のための教育課程モデルを踏まえて、教育実習において実習生が

情報機器を活用した授業を行う新たな教育実習モデルを策定するなど、「法人の基本的な

目標」に沿って計画的に取り組んでいることが認められる。 
 

（「戦略性が高く意欲的な目標・計画」の取組状況について） 

第３期中期目標期間における「戦略性が高く意欲的な目標・計画」について、平成30年
度は主に以下の取組を実施し、法人の機能強化に向けて積極的に取り組んでいる。 
○ 大学院に進学を志望する学業優秀な学部学生に対して、大学院教育課程の授業科目を

履修する機会を提供するとともに、大学院教育との連携を図ることを目的とした大学院

授業科目の早期履修制度（６年一貫教育プログラム）について、学部段階で所要の授業

科目の単位を履修することとする等、規程を整備し、平成31年度学部入学者から適用す

ることとしている。（ユニット「「21世紀を生き抜くための能力＋α」を備えた教員を養成

するための教育課程の開発・導入」に関する取組） 
○ 教育実習、学校実習及び学生の各種ボランティア活動を円滑に実施するための支援・

危機管理等を行うことを目的として、「学校ボランティア支援室」（大学教員が構成員）

を強化拡充し、「学校実習・ボランティア支援室」の平成31年度からの設置に向けて、関

係規則等の整備を行っている。（ユニット「教育委員会や学校現場との連携・協働による

教員養成機能の強化」に関する取組）  
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２ 項目別評価 

 

＜評価結果の概況＞ 
特 筆 

一定の 
注目事項 

順 調 
おおむね 
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化   ○    

（２）財務内容の改善   ○    

（３）自己点検・評価及び情報提供   ○    

（４）その他業務運営   ○    

 
 
Ⅰ．業務運営・財務内容等の状況                          

 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務等の効率化・合理化 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載17事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められるとともに、下記の状況等を総合的に勘

案したことによる。 
 
 平成30年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
  
○ 「学校実習コンソーシアム上越」の設置 

上越近隣４市（上越市、妙高市、糸魚川市、柏崎市）の教育委員会及びそれぞれの校

長会が協働し、学校実習を地域で支える体制整備を図ることを目的として、「学校実習コ

ンソーシアム上越」を設置している。当該機関は４市教育委員会とともに分担金を拠出

する等、近隣４市との緊密な連携関係のもとで運営されることとなっている。 
 
 
 
（２）財務内容の改善に関する目標                         

①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載10事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められるとともに、下記の状況等を総合的に勘

案したことによる。 
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 平成30年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
  
○ 寄附部門の設置等による外部資金比率（寄附金）の上昇 

公益財団法人上廣倫理財団からの寄附により寄附部門を設置しているほか、創立40周
年を記念した地域貢献・地域連携事業の実施及び学生の奨学支援拡充に向けて積極的な

募金活動を展開するといった取組を推進した結果、平成30年度における寄附金に係る外

部資金比率は約1.0％（対前年度比0.7ポイント上昇）となっている。 
 
 
 
（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           

①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載10事項全てが「年度計画を十分に実施している」と認められる

こと等を総合的に勘案したことによる。 
 
 
 

（４）その他業務運営に関する重要目標                       
①施設設備の整備・活用等 ②安全管理 ③法令遵守等 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載10事項全てが「年度計画を十分に実施している」と認められる

こと等を総合的に勘案したことによる。 
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Ⅱ．教育研究等の質の向上の状況                          

 
平成30年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
  
○ 附属学校、大学・学部との連携 

附属学校で開発した「21世紀を生き抜くための能力」育成のための教育課程モデルを

踏まえて、教育実習において実習生が情報機器を活用した授業を行う新たな教育実習モ

デルを策定している。また、附属中学校ではICT環境を活用し、学級全員の意見を可視化

した意見交換、学びの記録であるe-ポートフォリオなどを通じて、主体的・対話的で深

い学びを具現化するとともに、複数の企業や大学教員との連携を通して、テスト採点シ

ステムによるスタディログを活用した学力把握と個別学習のサポート、保護者向け印刷

物の発信やアンケートにおけるタブレットの活用等により省力化と効率化を進めている。 
 
 
 

 


